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施 策 の ポ イ ン ト
　オープンウォータースイミング等のスポーツを核として海の行楽シーズンを６月～10月の約半年に延長す
る。また、弓ヶ浜・南伊豆町・静岡県の情報を、台湾、アメリカ等環太平洋を中心に全世界に向けて発信し、
本町観光業の国際化を図る。

施　策　の　概　要
１．取組に至る背景・目的
　昭和30年代から海を中心に夏型の観光を展開してきた当町の経済は、昨今の若年層を中心としたアウトド
ア離れ、長引く景気の低迷による行楽控え、また、主ターゲットとしてきた国内人口の減少等の影響を受け、
非常に厳しい状況となっている。平成10年前後から、花、温泉等自然をポイントとした通年型の観光施策に
も取り組んでいるが、当時20万人を超えていた海水浴客が現在では半分以下に落ち込んでいる事実は、地域
に重く影を落としている。
　観光立町を宣言する当町としては、スポーツ、オープンウォータースイミングを機軸とした海の行楽シー
ズンの長期化、観光の国際化によって現状を打開すべく、昨年度、南伊豆町OWS地域振興事業に着手した。
２．取組の具体的内容
　○平成22年６月13日　第１回伊豆国立公園・弓ヶ浜OWSレース開催
　○平成22年10月３日　第１回南伊豆・弓ヶ浜アクアスロン大会開催
　○平成23年６月12日　第２回伊豆国立公園・弓ヶ浜OWSレース開催
　○平成23年９月10日　第１回黒潮ウエルカムファンクション開催
　○平成23年９月11日　第１回国際マスターズOWSレース開催
　○平成23年10月２日　第２回南伊豆・弓ヶ浜アクアスロン大会開催
３．施策の開始前に想定した効果、数値目標など
　○ スポーツの国際大会を開催することにより、実践的に異文化の受入れ基盤の整備、情報発信能力の強化
を図る。

　○「観光シーズン」の枠を取り払い、通年化する。
４．現在までの実績・成果
　事業着手からこれまでの、約１年半の期間の内に、５つのOWSレースを開催し、合計809人の選手参加
を得た。また、選手歓迎イベント「黒潮ウエルカムファンクション」には、選手・観客・地元住民460人を
動員した。
　また、台湾遊泳協会、USA Open Water Resource、オリンピックスイマーらとの接点を築くことができた。
５．導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　行政はあくまでもOWSのノウハウを持つ組織と、良好なOWS環境（海水透明度が高く、自然景観に富み、
かつバックヤードに十分な宿泊施設を備えた浜）を持つ地域団体間の調整に徹する。地域には一連の事業が
あくまでも経済行為であることの認識を徹底する。
６．今後の課題と展開
　○ 事業効果の拡大を図るには、現在各月単位で実施しているイベントの開催を、各週化することも必要と
考える。そのためには、事業の基地となるクラブハウスの設置等ハード面の整備にも取り組んでいかな
ければならない。

　○ 約半年間に延長した「シーズン」の枠を、次の段階では取り払う。秋、冬のイベントとして、シーカヤッ
クタイムトライアル等を計画する。また、陸上競技のメニュー開発についても検討する。
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担 当 課
電 話 番 号 

事 業 期 間
関係施策分類

総事業費：  千円
名　称 所　管 金　額（千円）

予算関連データ

南伊豆町OWS地域振興事業
静 岡 県 南 伊 豆 町

標準財政規模／ 3,106百万円人口／ 9,496人

南伊豆町産業観光課
直通0558-62-6300

実 施 主 体 南伊豆町・南伊豆町観光協会・（社）日本国際OWS協会
http://www.openwater.gr.jp/関連ホームページ

平成22年度から
　

総事業費：10,402千円
名　称 所　管 金　額（千円）

市町海外セールス助成事業 ㈶静岡県市町村振興協会 1,998
市町職員海外派遣助成事業 ㈶静岡県市町村振興協会 600
一般財源 － 2,950
選手参加料 － 4,854

予算関連データ
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